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 １．真実かどうか ２．みんなに公平か ３．好意と友情を深めるか ４．みんなのためになるかどうか 

本日のプログラム 次回のお知らせ 

2024-2025年度クラブ方針 

「みんなの力を結集し、 

    未来に繋がる活動を」 

す。 

 

 

〔クラブ管理運営委員会 上野山（栄）委員長〕 

本日の出席者１７名／２７名     

（うち出席規定免除者５名／８名）   

 

〔中村会長〕 

今月は青少年奉仕月間です。本来で

あれば青少年奉仕プロジェクト「未来へ

キックオフ」もこの時期に行えれば良

かったのですが、有田サッカー協会のス

ケジュールなどの関係もありまして2月11

日になりました。次年度も恐らく同時期と

なり、大変寒い時期ではございますが、

多くの会員の皆様にご参加して頂きますようお願い申し上

げます。 

本日は「未来へキックオフ」の総括として、橋爪誠治プロ

デューサーに事業報告をしていただきます。昨年のPETS

や地区協議会で、今後のロータリーの奉仕事業は単年度

事業より複数年事業が望まれるとのレクチャーを受けまし

て、どのような企画が良いか次年度理事会で協議致しまし

た。その中で、何かスポーツに関係する事業、例えばち

びっこ相撲、少年野球、少年サッカー、バスケット、ゴルフ

など様々なものが協議されましたが、施設面の充実という

こともありまして、えみくるフィールドでのサッカー大会にな

りました。事業決定後は橋爪委員長が教育委員会や有田

サッカー協会と綿密に協議を重ね、2月11日に向けて準備

を進めていただきました。毎月理事会にて事業の進展状

況を説明していただき、遅れそうなところは菅原幹事が追

い込みをかけるという、素晴らしい連携で進めてまいりまし

た。そして当日はサッカー少年少女、父兄の皆様、指導者

の皆様総勢300人がえみくるフィールドに集結し、すばらし
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前回の報告（第３１１６回例会） 

令和７年５月２９日(木）  

〔中村会長〕 

 

〔井上SAA〕 

中村君：橋爪誠治君、「未来へキックオフ」総括よろしくお

願い致します。先週の甲子園は最高でした。 

菅原君：橋爪誠治さん、「未来へキックオフ」の総括宜しく

お願い致します。事業の企画、運営本当にお疲れ様で

した。 

岩橋君：橋爪誠治君、卓話楽しみです。 

上野山（捷）君：橋爪誠治様、本日の「未来へキックオフ」

総括よろしくお願い致します。 

橋爪（正）君：橋爪誠治君、テーマ「未来へキックオフ」の

すばらしい事業の総括御苦労さまです。 

成川（雅）君：令和7年有田市政功労者受賞致しました。こ

れもひとえにロータリークラブ会員皆様の御指導の賜

物でございます。 

松村君：橋爪誠治さん、お話楽しみです。 

中元君：橋爪誠治さん、本日の卓話よろしくお願いしま

す。 

上野山（栄）君：橋爪誠治君、「未来へキックオフ」振り返り

楽しみです。 

橋爪（誠）君：本日皆様にご協力いただいた「未来へキッ

クオフ」総括として卓話させていただきます。 

木本君：橋爪委員長、本日の「未来へキックオフ」の総括

宜しくお願い致します。 

嶋田君：橋爪誠治さん、「未来へキックオフ」総括よろしく

お願い致します。お疲れ様でございました。 

福田君：橋爪誠治さん、「未来へキックオフ」の総括よろし

くお願いします。 

井上君：橋爪誠治さん、本日の卓話よろしくお願いしま

令和７年６月５日 第３１１７回 

・会員リレー卓話 

  岩橋行伸君・中村吉伸君  

・ソング：「君が代」「奉仕の理想」 

  令和７年６月１２日 第３１１８回 

・後期活動報告 

    

・ソング：「それでこそロータリー」 
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い熱戦を見せてくれました。大成功の事業でしたが、何

よりも素晴らしかったのは、大変寒い日であったのにもか

かわらず、有田ロータリークラブ会員25名中24名が参加

してくれたことです。これが本当のロータリーの事業であ

ります。50人以上の大きなロータリークラブでも奉仕活動

に参加するのは数人というクラブもあるとか。それでは

ロータリークラブの奉仕活動とは呼べません。有田ロータ

リークラブは27人の小さなクラブですが、「それでこそロー

タリー」をまさに実践している素晴らしいロータリークラブ

であります。皆様、誇りを持ちましょう。 

 

〔菅原幹事〕 

1.2640地区 

・大船渡山林火災 支援の御礼 

・2025-2026主要報告書ならびに送金

先一覧 

2.その他 

・卓話講師 大塚製薬工場 西川様より

週報送付についてお礼のメール 

・6月5日会員卓話者 石垣洋介君から中村吉伸君に変

更 

【回覧物】    

・田辺東ロータリークラブ週報 

【後方掲示物】  

・各クラブ例会変更 

・議事録 

 

 

※次年度奉仕プロジェクト委員会〔井上委員長〕 

 有田川クリーン作戦について 

※ロータリー財団.米山記念奨学委員会〔菅原幹事〕 

 中元耕一郎君より米山記念奨学会、並びにロータリー

財団への特別寄付を頂きました。多額のご献金ありがとう

ございました。 

※戦略計画委員会〔木本委員長〕 

 本日例会終了後、5階経済クラブにて第1回戦略計画

委員会を開催します。委員の皆様、宜しくお願い致しま

す。 

※クラブ広報小委員会〔上野山（栄）副委員長〕 

 会報4Pの修正 

 石垣洋介→中村吉伸 

※奉仕プロジェクト〔橋爪(誠)委員長〕 

 次年度国際大会について 

 
 
 
 

奉仕プロジェクト委員長 

橋爪 誠治 君 

 

 

 
有田ロータリークラブカップ 「未来へキックオフ」総括 

 有田ロータリークラブカップ 「未来へキックオフ」の総

括をさせていただきます。 

まず記憶をたどるために、2月11日に開催された大会の

様子を上野山栄作会員が編集してくれた動画をご覧くだ

さい。子供たちの熱い戦いを思い出せましたでしょうか？ 

では、今回どのようにして、サッカー大会の実施に結び

ついたのかについて、流れをお伝えしたいと思います。 

 中村会長から早い時点より、会長が考える奉仕のイメー

ジを共有してくれました。 

 スポーツを頑張る子供たちにロータリーの存在を知って

欲しい。 

 青少年スポーツの魅力は、スポーツを通じて子供たち

の礼儀作法や人を敬う心、くじけない精神力、強靭な体

づくりであり、有田ロータリークラブがどのようにして地元

のスポーツクラブの方々と接点を持つことが出来るか？

を一緒に考えました。 

 地元には、野球・相撲・バスケットボール・バレーボール

など、たくさんのチームがありますが、今回サッカーに決

定したのは、有田市内にえみくるフィールドというサッ

カー競技場がオープンし、またJリーグを目指そうと新しい

クラブチームも発足するという情報が入ってきたからで

す。地域活性化の気運に、有田ロータリークラブも足並

みを合わせ、奉仕活動からロータリーの理念普及を目指

そう！となりました。 

 方向性が決まったので、地域のサッカー関係者の方々

に、ヒヤリングをさせて頂きました。 

 先方の希望は、既存のサッカー大会の資金支援、出来

れば単年よりも複数年のサポートがあれば有難いとのこと

でした。戦略計画委員会にて、中期的サポートのイメー

ジを共有して頂き、サッカー協会の要望に沿った形で進

めていけるのか？などの確認と、クラブ内のコンセンサス

をどう図るかを審議頂きました。 

 有田サッカー協会の会長に卓話依頼し、サッカーチー

ムの運営の難しさと、やりがいを例会でお話頂きました。 

 大会当日は寒さが厳しいにもかかわらず、会員出席率

も高く、出席された全員が協力的に、駐車場の誘導、横

断幕設置、本部席の設置、音響調整など、積極的にサ

ポートして下さりロータリー精神の素晴らしさを感じる事が

出来ました。 

 例会終盤で行った意見交換で、中期的援助もマンネリ

化しない工夫が必要とご意見をいただきましたので、次

年度の奉仕プロジェクト委員会の工夫が楽しみです。 
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青少年奉仕月間 

閉会・点鐘 〔中村会長〕 

 幹事報告  

 卓 話 

委員会報告 


